
第２回 まつど未来シナリオ会議 
次 第 

 
令和元年８月 31日（土）13時～17時 

市民会館 301会議室 
 
１ 開会 
 
 
２ まつど未来シナリオづくり 
   １）シナリオプランニングの復習 
   ２）ベースシナリオとは？ 
   ３）「2030年の日本における私たちの暮らし」ベースシナリオ（案） 
   ４）ベースシナリオについてのワーク 
 
 
３ 閉会 
 
 
 
 
資料 

・まつど未来シナリオづくり（第２回） 
・第１回会議の記録 



まつど未来シナリオづくり
（第2回）

松⼾市総合政策部政策推進課
委託先：株式会社スタイリッシュ・アイデア

今⽇の流れ
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1. シナリオプランニングの復習
2. ベースシナリオとは？
3. 「2030年の⽇本における私たちの暮らし」

ベースシナリオ（案）
4. ベースシナリオについてのワーク



チェックイン

1. 今⽇の気分・体調を教えてください。

2. 2030年の⾃分のことを想像して、思い浮かぶことを
⾃由に共有してください。
 思い浮かべた具体的な内容
 思い浮かべている際に感じた気分
 思い浮かべたあと考えたこと
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グループワークの役割分担

▸ 会議ではさまざまなワークを⾏います。グループの中で
役割を交代しながら進めてください。
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グループ内
ファシリテーター

スクライバータイムキーパー

役割を
回す

• 模造紙にワークの枠組みを書く。
• 対話中の発言内容を可視化する。

• ワークの時間配分を検討する。
• グループ内のワークを進⾏する。

• ワークの時間配分にもとづき、
タイムマネジメントをする。



ワーク中の話の終わり方
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演習を終えるタイミングで私が手をあげます。

それに気がついた人は同じく手をあげて、
話しを終わりにしてください。

1. シナリオプランニングの復習
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シナリオプランニングの定義

© Stylish Idea, Inc. 7

シナリオプランニングは、⻑期的な未来（10年等）に
おいて起こり得る世界の可能性を複数描き、その結果を
元に不確実な未来に備える対応策を検討する手法。

シナリオプランニングの定義

⻑期

• ⽇常的に考慮して
いる未来の⻑さよ
りも先の未来を検
討する。

複数

• ⻑期の未来におけ
る、不確実な可能
性を複数の観点か
ら検討する。

インプット

• 作成したシナリオ
はアウトプットで
はなくインプット
として活用する。

シナリオプランニングの特徴

不確実な未来を考えるシナリオプランニング手法の基本
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シナリオプランニング

予測
【予測】

（現状を前提とした未来の可能性）
【予測】

（現状を前提とした未来の可能性）

【シナリオプランニング】
（不確実性を前提とした未来の可能性）

【シナリオプランニング】
（不確実性を前提とした未来の可能性）



シナリオプランニングでの頭の使い方

9

1

2

3

4

⻑期の未来の可能性を考えて… それを元に松⼾市のことを考える

▸ シナリオプランニングは what if…?(もし…になったら
どうする？)を考え、想定外のことに目を向けるものです。
▸ そのため完成した複数シナリオを検討する際（図の左部分）では、

普段は考えていないような可能性を検討します。

○○の世界になった場合の
松⼾市にとって、どんな
チャンスや課題がある？

そのような未来に備えて
今から取り組むべきことは？
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本会議で活用するシナリオプランニング手法の特徴

▸ シナリオプランニングでは、未来の可能性を描くだけで
はなく、描いた未来を元にして変化に備える対応策を考
えるところにまで目を向けます。
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シナリオプランニングではない

• 思いや理想を元にしてありたい
理想的な未来だけを描く

• 未来のことを考える（考えただ
けで終わってしまう）

• 政策などを⽴案する人だけで考
える

シナリオプランニングである

• 客観的な事実を元にして起こり
得る未来の可能性を複数描く

• 未来の可能性をインプットとし
て今後の取り組みを検討する

• 政策にかかわる多くの関係者で
考える



外部環境要因を分類する「不確実性マトリクス」

▸ 不確実性は発⽣する可能性の高低。
▸ 影響度は発⽣した場合のテーマへの影響の大きさの大小。

不確実性

影
響
度

高

大

小

低

環境
要因

環境
要因

環境
要因 環境

要因

環境
要因

環境
要因

環境
要因

環境
要因

環境
要因

環境
要因2030年の状態を

ほぼ確実に
特定できる要因

2030年の状態を
ひとつには

決めきれない要因

不確実性[高]＝確実性[低]不確実性[低]＝確実性[高]

起きた場合に
⽇本における私たちの暮らしに

与える影響が大きい要因
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2. ベースシナリオとは？
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不確実性の分類結果の意味

▸ 左上の要因は2030年の状態をほぼ確実に特定できるもの。
▸ その中でも「⽇本における私たちの暮らし」に与える影響が

大きいものを中心に考えるのがベースシナリオ。
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【除外すべき要因】

【共通のトレンド】
• どのシナリオでも

共通して現れる
ベースとなる要因

【シナリオの軸】
• この中から重要な

要因を2つ選び軸を
作成する影

響
度

大

小

不確実性 高低

①ベースシナリオ ②シナリオマトリクス

ベースシナリオの意味

▸ ベースシナリオとは設定したテーマにおいて「こうなる」と
ほぼ確実に特定できる世界について表したもの。
▸ どのような複数シナリオにも共通して起きる要因を集めたシナリオ。
▸ ほぼ確実に起きる要因を明らかにすることで、不確実な要因（起きる

かどうか決めきれない要因）が明確になる。
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ベースシナリオ

シナリオ
1

シナリオ
2

シナリオ
3

シナリオ
4

【ベースシナリオ】
統計情報や公なロードマップをベー
スとして、未来においてほぼ確実に
起きる世界を分析したもの。

【複数シナリオ】
予測を踏まえて、「想定外」の世界
を想定して、起こり得る複数の世界
として表現しているもの。

シナリオプランニングの構成



今回の会議で出された「ほぼ確実」な要因

▸ ベースシナリオの候補となるさまざまな要因を分類した。
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分類 「ほぼ確実」な要因一覧

社会
高齢化、少子化、ゴミ問題の深刻化、外国人の増加、空き家の増加、労働人口減
少、認知症患者の増加、医師・看護師不⾜、世界的人口増加、社会格差の拡大、
晩婚化、社会インフラの⽼朽化、⽣産年齢人口の減少、ひとりぐらし世帯の増加

技術
ヒト・モノの移動の高速化、テクノロジーによる労働の効率化、キャッシュレス
化、医療技術の進歩、再⽣医療、ビックデータ活用、電気⾃動⾞の活用、VR技術
の進歩

経済 国内消費の減少、労働時間の多様化、⼥性の労働⼒拡大、終⾝雇用の崩壊、IT人
材不⾜、クラウドファンディングの活用増加

環境 温暖化、異常気象、再⽣可能エネルギー、気候変動、⽔素エネルギー活用、環境
汚染、プラスチックごみ規制

政治 幼児保育無償化、社会保障費の増大、財政難、年⾦⽀給開始年齢引き上げ

3. 「2030年の⽇本における私たちの暮らし」
ベースシナリオ（案）
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2030年の⼈⼝動態（少⼦⾼齢化）
＜世界でも類を⾒ない超⾼齢社会＞

▸ 2030年の⽇本の人口は約1億1,912万人と1億2千万人を切っており、
引き続き減少傾向が続いていくと⾒られている。年齢別にみると、
65歳以上の人口は3,700万人を超え、高齢化率は31％を超えている。
平均寿命も、男性で82.39歳、⼥性で88.72歳にまで延びており、
⽇本は世界でも類を⾒ない高齢化社会となっている。

▸ 高齢化が進む半⾯、少子化も進んでいる。出⽣率は2030年には
1.428にまで下がり、15歳未満の人口は約1,321万人にまで減って
いる。その背景のひとつに、未婚率の増加がある。2030年時点に
おける⽣涯未婚率（50歳時点で⼀度も結婚したことのない人の割
合）は男性で28.0％、⼥性で18.5％となっている。

▸ 同じように単独世帯の数も増え続けており、2030年には2千万世帯
を超え、⽇本の世帯数全体の37.9％を占めている。
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【ポイント】2030年の⽇本は少⼦⾼齢化が進んでいる。⾼齢化率
は31％を超え、平均寿命も延びている。少⼦化も進み、15歳未満
の⼈⼝は約1,321万⼈にまで減っている。

2030年の⼈⼝動態（少⼦⾼齢化）
＜世界でも類を⾒ない超⾼齢社会＞

© Stylish Idea, Inc. 18出所：平成30年版高齢社会白書 ( http://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2018/zenbun/pdf/1s1s_01.pdf )

根拠となる参照データ



2030年の⼈⼝動態（都道府県別）
＜首都圏における後期⾼齢者⼈⼝の増加＞

▸ このような人口の動きを都道府県別に⾒ると、2030年にかけては
東京都と沖縄県では人口が増えているが、それ以外の45道府県で人
口が減少している。

▸ 人口の分布を⾒ると、2030年には⽇本の総人口の約30％が南関東
圏（埼玉 5.9％、千葉 5.0％、東京 11.7％、神奈川 7.5％）に集中
している 。

▸ これらの地域は2030年には高齢者および後期高齢者（75歳以上の
高齢者）の数が大きく増えている。後期高齢者の数で⾒ると、埼玉
約127万5千人、千葉約112万6千人、東京約198万7千人、神奈川
約153万1千人となっている。

▸ 例えば千葉県は2015年と⽐べて後期高齢者が59.2％も増えている。
このような急激な高齢者および後期高齢者の増加により、首都圏で
は介護の負担も大きく増えている。
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【ポイント】都道府県別に⾒ると、2030年には総⼈⼝の30％が南
関東圏に集中している。⾼齢者および後期⾼齢者の数が急増してお
り、介護の負担が大きく増えている。

2030年の⼈⼝動態（都道府県別）
＜首都圏における後期⾼齢者⼈⼝の増加＞
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出所：⽇本の世帯数の将来推計（全国推計）2018年（平成30）年推計 9ページ
( http://www.ipss.go.jp/pp-
ajsetai/j/HPRJ2018/houkoku/hprj2018_houkoku.pdf )
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（単位：千人）

⽇本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）25ページを元に作成
(http://www.ipss.go.jp/pp-shicyoson/j/shicyoson18/1kouhyo/gaiyo_s.pdf )

根拠となる参照データ



2030年の⼈⼝動態の変化に伴う⼈的課題
＜ダブルケアなどの負担増＞

▸ このように高齢化が進むことで、介護の負担が増えている。さら
に、高齢化が進むことで認知症患者数も増加しており、2030年に
は65歳以上の認知症患者数が744万人（高齢者の約5人に1人、
20.8％）を超えている。このような状況では、65歳以上の高齢者
を同じく65歳以上の高齢者が介護する⽼⽼介護や、介護と子育ての
両⽅の負担が同時に発⽣するダブルケアなどの課題が目⽴ってきて
いる。

▸ 介護そのものの負担だけではなく、介護に伴い、離職を強いられる
人の増加といった課題も起きている。
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【ポイント】⾼齢化の進展により認知症患者も⾼齢者の約5⼈に1⼈
にまで増えている。このような状況では⽼⽼介護やダブルケアを強
いられる⼈も増えている。

2030年の⼈⼝動態の変化に伴う⼈的課題
＜ダブルケアなどの負担増＞
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根拠となる参照データ

出所：⽇本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する研究
( https://mhlw-grants.niph.go.jp/niph/search/NIDD00.do?resrchNum=201405037A )



2030年の⾼齢化に伴う社会課題
＜空き家の増加やインフラの⽼朽化＞

▸ 高齢化やそれに伴う世帯数の減少により、空き家の増加などの社会
的な課題も目⽴ってきており、2030年には空き家の数が2000万⼾
近くにまで増えている。その他、特に人口減少、高齢化が進んでい
る地⽅において顕著な影響として、税収の減収がある。

▸ さらに公的サービスの高齢化対応（公的医療サービスの対応や街の
バリアフリー化）による負担増などもきっかけとなり、少ない税収
の中でのインフラ投資減によるインフラ⽼朽化や地域公共交通の撤
退など付随的な課題も顕在化している。
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【ポイント】⾼齢化や世帯数の減少に伴い、空き家の増加や自治体
などの税収減という課題も起きている。税収減によりインフラ投資
が⼗分に⾏えない結果、インフラの⽼朽化なども進んでいる。

2030年の⾼齢化に伴う社会課題
＜空き家の増加やインフラの⽼朽化＞
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根拠となる参照データ

出所：2030年の既存住宅流通量は34万⼾に増加
( https://www.nri.com/-/media/Corporate/jp/Files/PDF/news/newsrelease/cc/2016/160607_1.pdf )



2030年の⼈⼝動態の変化に伴う社会保障課題
＜社会保障の増大＞

▸ 高齢化が進んだことで年⾦の他、医療や介護による社会保障給付が
増え、それに伴い社会保障負担が増えている。2015年に110.6兆円
だった社会保障給付費は、2030年には140兆円を優に超えるまで
増大しており、社会保障負担も同程度にまで増えている。このよう
に社会保障負担が増えると、その財源である社会保険料も増えるこ
とになるが、それをまかなうための⽣産年齢人口は減少を続けてい
る。

▸ 結果として現役世代の負担が大きくなっており、消費や、結婚や出
産などに影響を与えている。
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【ポイント】⾼齢化によって社会保障負担も増えている。財源とな
る社会保険料をまかなう⽣産年齢⼈⼝も減少しているため、結果と
して現役世代の負担が増え、さまざまな面に影響を与えている。

2030年の⼈⼝動態の変化に伴う社会保障課題
＜社会保障の増大＞
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根拠となる参照データ

出所：2040年を⾒据えた社会保障の将来⾒通し
( https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12600000-Seisakutoukatsukan/0000207399.pdf )



2030年の⼈⼝動態の変化に伴う労働面の課題
＜働き方の変化＞

▸ 少子高齢化の影響は私たちの働き⽅にも影響を与えている。2030
年の労働⼒人口は2014年⽐で787万人減少する（約5,800万人）と
言われていたが、⼥性活躍推進や定年延⻑などによる高齢者雇用の
増加、外国人労働者の増加など、この状況を少しでも緩和しようと
する取り組みが⾏われている。
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【ポイント】少⼦⾼齢化の結果、労働⼒⼈⼝の大幅な減少が⾒込ま
れていたが、この状況を少しでも緩和しようと⼥性活躍推進や⾼齢
者・外国⼈雇用などの取り組みが⾏われている。

2030年の⼈⼝動態の変化に伴う労働面の課題
＜働き方の変化＞
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根拠となる参照データ

出所：平成27年 労働⼒需給の推計
( http://www.jil.go.jp/press/documents/20151216.pdf )

用語注：
• 経済再⽣・労働参加進展：経済成⻑、及び若者、⼥性、高齢者などの労働市場参加が進む想定
• ゼロ成⻑・労働参加現状 ：ゼロ成⻑に近い経済成⻑で、性・年齢階級別の労働⼒率が2014 年と同じ⽔準で推移する想定



2030年の技術進化と活用の可能性
＜未来技術の進化＞

▸ 働き⽅や⽣活の多様化に影響を与えているのは、さまざまな技術の
進化である。例えば通信技術はBeyond 5Gと呼ばれる超高速の無線
通信が実現し、アクセス手段や端末、データ通信量を気にせずに
サービスを活用することができるようになっている。

▸ これによって実用化が進むのが以前から技術開発が進められてきた
IoTである。高速化されたモバイル通信とIoT技術の進化により、⾃
動⾞や家電、家やウェアラブル端末などからあらゆるデータを収集
している。このように収集したデータをAIが分析することで、デー
タの収集元である家電や家、各種端末だけではなく、⾃動運転⾞や
ロボットにデータを送り、それらの端末等が状況にあわせた最適な
処理や動作を⾏うことができるようになっている。
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【ポイント】無線通信やIoTなどの技術が進化し、各種端末から収
集したデータをAIで分析することで、状況にあわせた最適な処理や
動作を⾏うことができるようになっている。

注）IoT（Internet of Things）とは「モノのインターネット」と呼ばれるもので、⾃動⾞、家電、ロボット、施設などあらゆるモノがインターネット
につながり、情報のやり取りをすることで、モノのデータ化やそれに基づく⾃動化等が進展し、新たな付加価値を⽣み出すというもの。
注）ウェアラブル端末とは、人の体に⾝につける端末のことで、装着形態に応じてメガネ型、時計型、リストバンド型などに分類されている。
注）AIとはArtificial Intelligenceの略で「人⼯知能」のこと。

2030年の技術進化と活用の可能性
＜未来技術の進化と活用＞
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根拠となる参照データ

出所： Beyond 5G時代のアクセスネットワーク技術実現に向けた取り組み
( http://www.ntt.co.jp/journal/1803/files/JN20180318.pdf )



2030年の環境に関するマクロな変化
＜環境に対するSDGs等の取り組み＞

▸ 地球環境は、気温の上昇が続くなど、総合的に⾒てこれまでよりも
厳しいものになっている。そのような気候環境の変化などに対応す
るために、国や⾏政、⺠間企業によるSDGsの取り組みが活発に
なっている。この取り組みによって、再⽣可能エネルギーの活用や
省エネの推進などが⾏われている。
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【ポイント】地球環境は、これまでよりも厳しいものになってい
る。この状況に対応するため国や⾏政、⺠間企業によるSDGsを元
にした取り組みなどが活発に⾏われている。

注）SDGsとはSustainable Development Goalsの略で「持続可能な開発目標」と呼ばれる。2015年9月の国連サミットで採択された国際目標で、持
続可能な世界を実現するための17のゴール、169のターゲットから構成され、⽇本としても積極的に取り組んでいくとされている。

2030年の環境に関するマクロな変化
＜環境に対するSDGs等の取り組み＞
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根拠となる参照データ

出所： SDGsについて
(https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/pdf/about_sdgs_summary.pdf)



2030年の環境に関するミクロな変化
＜⽣活におけるエネルギー利用の変化＞

▸ 国内のエネルギーに関する取り組みとしては、2018年に定められ
た第5次エネルギー基本計画に基づき、2030年には太陽光や風⼒、
地熱、⽔⼒などを活用した再⽣可能エネルギーが全体の電源構成⽐
率の中の20％超を占めている。さらに住宅やエネルギー消費機器な
どにおける省エネルギー技術の活用も進めることで、最終エネル
ギー消費やエネルギー起源CO2排出量削減も実現している。
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【ポイント】2030年には太陽光や風⼒、地熱、⽔⼒などを活用し
た再⽣可能エネルギーの活用が進んでいる。また、住宅やエネル
ギー消費機器などの省エネルギー化も進んでいる。

2030年の環境に関するミクロな変化
＜⽣活におけるエネルギー利用の変化＞
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根拠となる参照データ

出所：第五次エネルギー基本計画を踏まえた電⼒・ガス政策の⽅向性について
(https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/pdf/010_04_00
.pdf)



4. ベースシナリオについてのワーク
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ワーク①：ベースシナリオについての対話

▸ 「2030年の⽇本における私たちの暮らし」に関する
ベースシナリオ(案)の内容について対話をしてくださ
い。
▸ 資料を読み、わかりにくい点や印象に残った点を付せんに書い

てください。
▸ 書いたものを元に、お互いに質問したりしながら、中⾝を理解

するための対話をしてください。
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ワーク②：ベースシナリオの松⼾市への影響

▸ 「2030年の⽇本における私たちの暮らし」ベースシナ
リオの内容が実現した場合、松⼾市に受ける影響を考え
てみましょう。
▸ 次ページにのせた6つの切り口ををテーブル上のA3用紙に書き

ます。6つの切り口の詳細は39ページも参照してください。
▸ 浮かんだことを付せんに書き、該当の切り口の用紙に貼りま

す。
▸ チャンスとリスクは、ものを⾒る切り口です。⼀⾒ポジティブ

に⾒える状態にもリスクはありますし、ネガティブに⾒える状
態にもチャンスはあります。いろいろな切り口で考えてみま
しょう。
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ワーク②：ベースシナリオの松⼾市への影響

▸ A3用紙に以下の6つの切り口を書きます。
▸ その他の切り口が出てきたら、追加してください。
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⼈にやさしいまち・共⽣社会・
持続可能性
＜チャンス＞

＜リスク＞

⼦育て・教育・文化 いきいきとした暮らし

（1班） （1班） （1班）

＜チャンス＞

＜リスク＞

＜チャンス＞

＜リスク＞

街の魅⼒や居⼼地

＜チャンス＞

＜リスク＞

地域経済・働き方 安全・安⼼・快適な暮らし

（1班） （1班） （1班）

＜チャンス＞

＜リスク＞

＜チャンス＞

＜リスク＞



ワーク②：6つの切り⼝の内容

切り⼝ 含まれる要素
人にやさしいまち・共⽣社会・
持続可能性

協働・人権・男⼥共同参画・平和・⾏財政
運営

子育て・教育・文化 子ども・子育て・教育・⽣涯学習・文化・
国際交流

いきいきとした暮らし 高齢者・健康・医療・障害者・地域福祉・
多文化共⽣

街の魅⼒や居心地 都市整備・みどり・交通・住まい
地域経済・働き⽅ 経済活性化・商業・⼯業・農業・企業誘致
安全・安心・快適な暮らし 防災・防犯・環境・消防・救急
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ワーク③：全体での共有

▸ ワーク②の内容を他の班の人と対話をします。
① 各チームのA3用紙を該当の切り口のテーブルに置きにいきます。
② ⾃分の関心のあるテーマのテーブルに移動し、そこで他チームが

書いたものも⾒ながら対話をします。
 2ラウンド⾏います。各テーブルの人数がなるべく偏らないよう、

ご⾃⾝の興味と⾏くテーブルを2回のラウンドで調整してください。
 対話しながら新たに追加したい観点が出た場合、付せんに書いて、

書いた人⾃⾝の班のA3用紙に追加してください。
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⼈にやさしいまち・共⽣社会・
持続可能性テーブル

1班 2班 3班 4班

5班 6班 7班 8班

…
⼦育て・教育・文化テーブル

1班 2班 3班 4班

5班 6班 7班 8班



ワーク④：ベースシナリオを元にしたニーズの検討

▸ 2030年の松⼾市に住むみなさんのニーズを考えてみま
しょう。
▸ まずは、みなさん個人の⽴場から考えつつ、みなさんの周囲に

いるさまざまな人の⽴場にもなって考えてみてください。
▸ ニーズは付せんに書きます。対応する「6つの切り口」もあわせ

て書いてください。
▸ ニーズは大きく次の2つの観点で考えてみてください。ただし、

この2つを明確に分けて考える必要はありません。
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マイナスをプラスに

• この世界で困りそうなこと
を考え「こうしてほし
い！」と思うこと。

プラスをもっとプラスに

• この世界で実現できそうな
ことを踏まえ「もっとこう
なるといい！」と思うこと。

ワーク⑤：2030年に向けた取り組み

▸ これまでのワークを踏まえて、今から取り組んでおくと
良いことはなんでしょう？
▸ ニーズは付せんに書きます。対応する「6つの切り口」もあわせ

て書いてください。

© Stylish Idea, Inc. 42

•取り組みを⾏う実施者は、必ずしも松⼾市に限りません。

•誰が⾏うのかを考えるよりも、まずは取り組んだ⽅が良いと思うこと⾃体
を考えてください。

•また、「こういうことに取り組んだ⽅が良いけど、今の松⼾市/松⼾市の
事業者等では、その能⼒がない、あるいは人材がいないから無理」だと思
う場合も、その内容を書いてください。

•取り組み内容とあわせて、「この取り組みを進めるために、こういう人材
を育てることもあわせて⾏う」という内容も書いてください。

考えるポイント
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「2030年の日本における私たちの暮らし」に関するベースシナリオ（案） 

 

＜社会：人口動態（高齢化）・全国＞2030 年の日本の人口は約 1 億 1,912 万人 1

と 1億 2千万人を切っており、引き続き減少傾向が続いていくと見られている。

年齢別にみると、65歳以上の人口は 3,700万人を超え、高齢化率は 31％を超え

ている。平均寿命も、男性で 82.39歳、女性で 88.72歳にまで延びており 2、日

本は世界でも類を見ない高齢化社会となっている。 

 

＜社会：人口動態（少子化）・全国＞高齢化が進む半面、少子化も進んでいる。

出生率は 2030 年には 1.428 にまで下がり 3、15 歳未満の人口は約 1,321 万人に

まで減っている。その背景のひとつに、未婚率の増加がある。2030 年時点にお

ける生涯未婚率（50 歳時点で一度も結婚したことのない人の割合）は男性で

28.0％、女性で 18.5％となっている 4。同じように単独世帯の数も増え続けてお

り、2030年には 2千万世帯を超え、日本の世帯数全体の 37.9％を占めている 5。 

 

＜社会：人口動態・都道府県別＞このような人口の動きを都道府県別に見ると、

2030年にかけては東京都と沖縄県では人口が増えているが、それ以外の 45道府

県で人口が減少している 6。人口の分布を見ると、2030年には日本の総人口の約

30％が南関東圏（埼玉 5.9％、千葉 5.0％、東京 11.7％、神奈川 7.5％）に集

中している 7。これらの地域は 2030 年には高齢者および後期高齢者（75 歳以上

の高齢者）の数が大きく増えている。後期高齢者の数で見ると、埼玉約 127万 5

千人、千葉約 112 万 6 千人、東京約 198 万 7 千人、神奈川約 153 万 1 千人とな

っている 8。例えば千葉県は2015年と比べて後期高齢者が59.2％も増えている。

このような急激な高齢者および後期高齢者の増加により、首都圏では介護の負

担も大きく増えている。 

                             
1 国立社会保障・人口問題研究所 日本の地域別将来推計人口（平成 30（2018）年推計）7ページ 

( http://www.ipss.go.jp/pp-shicyoson/j/shicyoson18/1kouhyo/gaiyo_s.pdf ) 
2 国立社会保障・人口問題研究所 日本の将来推計人口（平成 29年推計）

( http://www.ipss.go.jp/pp-zenkoku/j/zenkoku2017/db_zenkoku2017/s_tables/11-5.xls ) ※「死亡中位」参照 
3 国立社会保障・人口問題研究所 日本の将来推計人口（平成 29年推計）

( http://www.ipss.go.jp/pp-zenkoku/j/zenkoku2017/pp29_ReportALL.pdf ) ※報告書 25ページの「中位仮定 人口動

態統計定義」を参照 
4 国立社会保障・人口問題研究所 日本の世帯数の将来推計（全国推計）2018年（平成 30）年推計 14ページ 

( http://www.ipss.go.jp/pp-ajsetai/j/HPRJ2018/houkoku/hprj2018_houkoku.pdf ) ※生涯未婚率は、定義に従い、

45～49歳および 50～54歳の未婚率の平均値から算出。 
5 国立社会保障・人口問題研究所 日本の世帯数の将来推計（全国推計）2018年（平成 30）年推計 9ページ 

( http://www.ipss.go.jp/pp-ajsetai/j/HPRJ2018/houkoku/hprj2018_houkoku.pdf ) 
6 国立社会保障・人口問題研究所 日本の地域別将来推計人口（平成 30（2018）年推計）7〜8ページ 

( http://www.ipss.go.jp/pp-shicyoson/j/shicyoson18/1kouhyo/gaiyo_s.pdf ) 
7 国立社会保障・人口問題研究所 日本の地域別将来推計人口（平成 30（2018）年推計）8、20ページ 

( http://www.ipss.go.jp/pp-shicyoson/j/shicyoson18/1kouhyo/gaiyo_s.pdf ) 
8 国立社会保障・人口問題研究所 日本の地域別将来推計人口（平成 30（2018）年推計）25、29ページ 

( http://www.ipss.go.jp/pp-shicyoson/j/shicyoson18/1kouhyo/gaiyo_s.pdf ) 
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＜社会：人口動態の変化に伴う人的課題＞このように高齢化が進むことで、介

護の負担が増えている。さらに、高齢化が進むことで認知症患者数も増加して

おり、2030年には 65歳以上の認知症患者数が 744万人（高齢者の約 5人に 1人、

20.8％）を超えている 9。このような状況では、65 歳以上の高齢者を同じく 65

歳以上の高齢者が介護する老老介護や、介護と子育ての両方の負担が同時に発

生するダブルケアなどの課題が目立ってきており、介護そのものの負担だけで

はなく、介護に伴い、離職を強いられる人の増加といった課題も起きている 10。 

 

＜社会：高齢化に伴う社会課題＞高齢化やそれに伴う世帯数の減少により、空

き家の増加などの社会的な課題も目立ってきており 11、2030 年には空き家の数

が 2000 万戸近く 12にまで増えている。その他、特に人口減少、高齢化が進んで

いる地方において顕著な影響として、税収の減収がある 13。さらに公的サービス

の高齢化対応（公的医療サービスの対応や街のバリアフリー化）による負担増

などもきっかけとなり、少ない税収の中でのインフラ投資減によるインフラ老

朽化や地域公共交通の撤退など付随的な課題も顕在化している 1415。 

 

＜社会、政治：人口動態の変化に伴う社会保障課題＞高齢化が進んだことで年

金の他、医療や介護による社会保障給付が増え、それに伴い社会保障負担が増

えている。2015年に 110.6兆円だった社会保障給付費は、2030年には 140兆円

を優に超えるまで増大しており、社会保障負担も同程度にまで増えている 16。こ

のように社会保障負担が増えると、その財源である社会保険料も増えることに

なるが、それをまかなうための生産年齢人口は減少を続けている。結果として

現役世代の負担が大きくなっており、消費や、結婚や出産などに影響を与えて

いる。 

 

 

                             
9 厚生労働科学研究成果 日本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する研究（平成 26年度実施） 

( https://mhlw-grants.niph.go.jp/niph/search/NIDD00.do?resrchNum=201405037A ) 
10 内閣府 高齢者の健康・福祉｜平成 29年版高齢社会白書（概要版）

( https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2017/html/gaiyou/s1_2_3.html ) ※本資料では老老介護や介護に伴

う離職数の増加などの課題が書かれており、その傾向が 2030年には深刻化すると想定。 
11 国土交通省 住生活基本計画（全国計画）( http://www.mlit.go.jp/common/001123468.pdf ) 
12 株式会社野村総合研究所 2030年の既存住宅流通量は 34万戸に増加〜空き家は 2033年に 2,000万戸超へと倍増〜 

( https://www.nri.com/-/media/Corporate/jp/Files/PDF/news/newsrelease/cc/2016/160607_1.pdf ) 
13 みずほ総合研究所株式会社 人口減少が地方財政に与える影響〜地方税制見直しへの視点〜 

( https://www.mizuho-ri.co.jp/publication/research/pdf/report/report06-0330.pdf ) 
14 国土交通省 平成 26年度国土交通白書 人口減少が地方のまち・生活に与える影響 

( http://www.mlit.go.jp/hakusyo/mlit/h26/hakusho/h27/html/n1122000.html ) 
15 内閣府 地域の経済 2011 補論２ ３．“街の高齢化”の地域経済・社会への影響

( https://www5.cao.go.jp/j-j/cr/cr11/chr11040203.html ) 
16 2040年を見据えた社会保障の将来見通し 内閣官房・内閣府・財務省・厚生労働省

( https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12600000-Seisakutoukatsukan/0000207399.pdf ) 
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＜社会、政治：人口動態に伴う課題、労働＞少子高齢化の影響は私たちの働き

方にも影響を与えている。2030年の労働力人口は 2014年比で 787万人減少する

（約 5,800万人）17と言われていたが、女性活躍推進や定年延長などによる高齢

者雇用の増加、外国人労働者の増加 18など、この状況を少しでも緩和しようとす

る取り組みが行われている。 

 

＜技術：技術進化＞働き方や生活の多様化に影響を与えているのは、さまざま

な技術の進化である。例えば通信技術は Beyond 5G19と呼ばれる超高速の無線通

信が実現し、アクセス手段や端末、データ通信量を気にせずにサービスを活用

することができるようになっている。これによって実用化が進むのが以前から

技術開発が進められてきた IoT20である。高速化されたモバイル通信と IoT 技術

の進化により、自動車や家電、家やウェアラブル端末 21などからあらゆるデータ

を収集している。このように収集したデータを AI22が分析することで、データの

収集元である家電や家、各種端末だけではなく、自動運転車やロボットにデー

タを送り、それらの端末等が状況にあわせた最適な処理や動作を行うことがで

きるようになっている。 

 

＜環境：マクロな変化＞地球環境は、気温の上昇が続く 23など、総合的に見てこ

れまでよりも厳しいものになっている。そのような気候環境の変化などに対応

するために、国や行政、民間企業による SDGs24の取り組みが活発になっている。

この取り組みによって、再生可能エネルギーの活用や省エネの推進などが行わ

れている。 

                             
17 独立行政法人労働政策研究・研修機構 平成 27年 労働力需給の推計 

( http://www.jil.go.jp/press/documents/20151216.pdf ) 
18 内閣府 経済財政諮問会議 外国人労働力について 

( https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/minutes/2018/0220/shiryo_04.pdf ) 
19 Beyond 5Gとは、2020年頃を目途に実用化が進められている第 5世代（5G）のモバイル通信網をさらに進化させたも

ののことを指す。このようなモバイル通信が実用化されることで、通信速度が高速化されることに加え、高精細の映像

などの従来であればモバイルでは送受信できなかったような大容量データの送受信も可能になる（参照：Beyond 5G時

代のアクセスネットワーク技術実現に向けた取り組み、 http://www.ntt.co.jp/journal/1803/files/JN20180318.pdf ） 
20 IoT（Internet of Things）とは「モノのインターネット」と呼ばれるもので、自動車、家電、ロボット、施設など

あらゆるモノがインターネットにつながり、情報のやり取りをすることで、モノのデータ化やそれに基づく自動化等が

進展し、新たな付加価値を生み出すというもの（参照：平成 27年度 情報通信白書、

http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h27/html/nc254110.html） 
21 ウェアラブル端末とは、人の体に身につける端末のことで、装着形態に応じてメガネ型、時計型、リストバンド型な

どに分類されている。（参照：平成 27年度 情報通信白書、

http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h27/html/nc241120.html ） 
22 AIとは Artificial Intelligenceの略で「人工知能」のこと。過去の情報通信白書では「知的な機械、特に、知的

なコンピュータプログラムを作る科学と技術」と定義されている。（参照：平成 28年度 情報通信白書、

http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h28/html/nc142110.html ） 
23 環境省・文部科学省・農林水産省・国土交通省・気象庁 気候変動の観測・予測及び影響評価統合レポート 2018 ～

日本の気候変動とその影響～( http://www.env.go.jp/earth/tekiou/report2018_full.pdf ) 
24 SDGsとは Sustainable Development Goalsの略で「持続可能な開発目標」と呼ばれる。2015年 9月の国連サミット

で採択された国際目標で、持続可能な世界を実現するための 17のゴール、169のターゲットから構成され、日本として

も積極的に取り組んでいくとされている。（参照：SDGsとは？｜JAPAN SDGs Action Platform｜外務省、

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html） 
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＜環境、政治、経済：ミクロな変化＞国内のエネルギーに関する取り組みとし

ては、2018 年に定められた第 5 次エネルギー基本計画 25に基づき、2030 年には

太陽光や風力、地熱、水力などを活用した再生可能エネルギーが全体の電源構

成比率の中の 20％超を占めている 26。さらに住宅やエネルギー消費機器などに

おける省エネルギー技術の活用も進めることで、最終エネルギー消費やエネル

ギー起源 CO2排出量削減も実現している。 

                             
25 経済産業省 第 5次エネルギー基本計画 

( http://www.meti.go.jp/press/2018/07/20180703001/20180703001.html ) 
26 経済産業省 新しくなった「エネルギー基本計画」、2050年に向けたエネルギー政策とは？｜スペシャルコンテンツ

｜資源エネルギー庁 ( http://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/energykihonkeikaku.html ) 
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